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WebExオーディオ・ビデオ機能強化
日経産業新聞フォーラム2006開催報告
輝度・照度・色度測定システム ProMetric
IT資産管理ソリューションQND Plus 9.1 リリース
ANSYS 10.0日本語版国内出荷開始のご案内
燃料電池のシミュレーション
サイバネットシステムが提供するライフサイエンス関連ソリューションのご紹介
ソフトバンクBBがReflection for IBMを導入
epiplex4.8リリース概要（CAD/CAEのノウハウ教育機能強化）
MATLABのロバスト制御系設計環境 Robust Control Toolbox 3.0
輝度・照度・色度測定システム ProMetric
LightTools フォトリアル・レンダリング機能
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紹介セミナー
イベント情報

C O N T E N T S

1

2

3

4

5

6-7

10

8-9

11

12-13

14

15

16-19

19-20

20

NEWS

解説編�

インフォメーション�

インターネット上で離れた拠点間のアプリケーションや文

書の共有を可能にする、WebExのサービスの次期バージョ

ンの機能をご紹介します。WebExはアプリケーションやPC

デスクトップを共有するWeb会議ツールとして、優れた品

質で定評がありますが、昨今のWebビデオ会議ブームに乗

り、ビデオやVoIPの機能も強化しています。

今回は次期バージョンで強化されるWebExのVoIPやビデ

オストリームについてご紹介します。

統合型VoIP ──────────────────
統合型VoIPは現在、音声/ビデオストリームとデータスト

リームは同一のチャンネルを使用していますが、次期バージョ

ンからはデータストリームと別離させ、音声とビデオの優先

順位を高くしてストリーミングします。この方法でVoIP、ビ

デオの為のネットワーク帯域の確保を優先することで、遅延

を最小限にします。さらに、エコーキャンセラが組み込まれ

るので、会話中の雑音も抑えられ高品質な音声のやり取りが

期待できます。

多拠点ビデオ ─────────────────

WebExのビデオ機能では最大４画面のライブビデオを同

時表示可能です。次期バージョンでは、最新の映像圧縮技術、

H.264を採用します。これは従来の方式、MPEG-2などの２

倍以上の圧縮を実現し、映像品質を保ちながら通信量を減少

させ、映像配信の遅延を最小限に抑えることが期待できます。

本記事についてのお問い合わせは、ネットワークソリュー

ション部、営業第２グループまでお願いいたします。

（TEL: 03-5978-5453, E-mail: webexinfo@cybernet.co.jp）

NEWSWebExオーディオ・ビデオ機能強化

技術編�

・データ、音声、ビデオの送信に一つのシングルチャンネルを使用

現在のMediaTone データ配信モデル

データ、音声、ビデオ

・音声とビデオは分離した別データチャンネルを使用
・音声とビデオのパケットは優先して送信

新しいMediaTone データ配信モデル

音声、ビデオ

データ

パケット 優先
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◆日経産業新聞フォーラム2006
サイバネットシステム 株式会社は、去る２月15日（水）、

創立20周年の記念行事の一環として日経産業新聞フォーラム
「進化するニッポンの“ものづくり”と“ひとづくり”～CAE

技術がもたらす革命～」（日本経済新聞社主催、当社特別協

賛）と題したイベントを開催いたしました。

CADやCAE（Computer Aided Engineering）といった近

年のIT技術の進歩は、ものづくりの現場に多くの革新をもた

らしてきましたが、一方で、2007年からはじまるとされる団
塊世代の大量退職や、若年層のものづくりへの関心低下によっ

て、日本の製造業を支える「ひと」の空洞化が懸念されてお

り、次世代へのものづくり技術の継承、優秀な人材の育成が

各企業や教育機関にとっての緊急課題となっています。

こういった機運の高まりを受け、本フォーラムでは、製品

開発力や生産技術力を高めるためのIT活用方法などについて

の講演・パネルディスカッションを実施しました。テーマに

対する反響が大きく、定員の倍を超える申し込みをいただき、

当日も450名強の方々にご来場いただきました。

◆基調講演Ⅰ ─────────────────
東京大学ものづくり経営研究センター長／藤本隆宏氏を迎

え、『ITと“ものづくり”組織能力』というテーマによる講

演が行われました。「ITの時代は、組織能力で差がつく時代」

というご指摘の元、日本のものづくり現場の強さの根底にあ

る組織力構築について、また欧米型戦略から生まれた分業型

ITの特性を生かしつつ、独自な組織体系を持つ日本の製造業

へいかに効果的な展開をするか、その可能性について自動車

業界を例にご紹介いただきました。

◆基調講演Ⅱ ─────────────────
キヤノン株式会社イメージコミュニケーション事業本部／

浜谷雅秀氏より『キヤノンにおける“ものづくり”と情報革

新』というテーマでお話いただきました。

新製品の出図、そして生産化までの流れの中で、いかに効

率的にITを活用しているかについて実例をご紹介いただきま

した。事業全体を通しIT情報の流れを作ること、情報を企業

資産と考え活用すること、事業規模に応じてIT投資の長期計

画を策定し継続運用していくこと、の三点の重要性を強調さ

れました。

◆パネルディスカッション ───────────
パネラーとしてキヤノン株式会社／浜谷雅秀氏、金沢工業

大学ものづくり研究所所長／金原勲氏、当社からは代表取締

役社長　井上惠久、そして、コーディネーターとして「日経

ものづくり」編集長　木崎健太郎氏を迎え、『明日への“ひ

とづくり”とは ～新世代へのものづくり技術の継承～』と

いうテーマでパネルディスカッションを実施しました。

金沢工業大学では、キャンパスネットワークと教育支援シ

ステムを含むマルチメディア・キャンパス（eユニバーシティ）

の構築に取り組んでいます。金原氏からは、昨今の大学改革

で、今までよりも産・官・学の連携を深めやすくなった反面、

それぞれをつなぐコーディネーター的役割をもつ組織づくり

ができていないことが問題点であるとのご意見を頂きました。

企業サイドからは、浜谷氏にキヤノン株式会社の人材育成

プログラムの流れと役割をご説明いただき、IT技術者の教育

として指導している事は、社員と外部派遣との役割分担認識

をした上でIT技術動向を的確把握し、何をすべきか自覚させ、

その修得をサポートすること、企業全体の業務の流れを理解

した上で、業務分析を行ないコンサルが出来る能力を持つこ

となどを挙げられていました。また、特に若年社員の文章作

成能力やコミュニケーション能力の低下についてご指摘があ

り、産・学連携による教育の必要性について活発な意見交換

が行われました。

当社井上からは、企業と大学をつなぐ立場から出来ること

として、当社が掲げる「CAEユニバーシティ」という技術

教育事業（基礎講座から応用講座まで、多種多様な講座を用

意し普及の土台づくりをサポート）をご紹介し、CAEツー

ルを活用して“ものづくり”のみならず“ひとづくり”にも

貢献していきたいという今後の方向性を示しました。

木崎氏より「幅広く全体を把握できる人材育成が今後の課

題」と結論をいただき、大盛況の中、閉幕いたしました。

多数のご来場をいただき誠にありがとうございました。今

後もサイバネットシステムはCAEのトータルソリューショ

ンプロバイダーとして最先端の情報を提供してまいります。

本記事に関するお問い合わせは、営業企画管理室までお願

いいたします。

（TEL: 03-5978-5677, E-Mail: gyoumu-g@cybernet.co.jp）

NEWS日経産業新聞フォーラム2006開催報告


